
２０１４年度 第１３回関私教協幹事校会議事録 

 

１． 日時 平成 27年 4月 10日（金）18：40～20：40 

２．場所 東京理科大学 神楽坂校舎 PORTA（ポルタ）神楽坂 7階 第３会議室 

３．出席者 

【幹事】鈴木 将史（事務局長・創価大学）、鈴木聡志（事務局次長・東京農業大学）、 

福山 多江子（事務局次長・東京成徳短期大学）、神永 典郎（白百合女子大学）、 

喜岡 淳治（成蹊大学）、栗栖 淳（国士館大学）、高井良 健一、（東京経済大学）、 

三尾 忠男（早稲田大学）、大島 真夫（東京理科大学）、戸塚 唯氏（千葉科学大学）、 

広野 彰（北里大学）、栗田 るみ子（城西大学） 

【オブザーバー】前田 基成（女子美術大学）、所澤 潤（東京未来大学）、 

坂田 仰（日本女子大学）、山崎 鎮親（相模女子大学） 

【事務担当】平野 光彦（創価大学） 

 

４．協議 

※協議に先立ち、全私教協の田子事務局長、滝沢事務局次長、司法書士の岡田氏より、全私教協

が一般社団法人化を目指す意義やそれに伴う変更点等について説明がなされ、参加者との質疑応

答が行われた。 

 

〔報告事項〕 

（１） 研究部各部会の活動について 

各研究部の世話人より、活動状況について報告がなされた。 

第１部会：今年度はアンケート分析や教職センターの訪問を行った．これらを基盤として

来年度も議論を進めたい。 

第２部会：昨年実施したアンケートの分析について、3月 16日(月)に部会を開催して分担

を決めた。次回 5月 9日に結果を持ち寄る予定である。 

第３部会：3月 14日(土)に「教職実践演習の運営と課題について」をテーマに部会を開催

した。その中で、本年度も「私立大学における「教職実践演習」の実践上の工

夫と課題」というテーマで、部会の研究報告書を作成することになった。 2015

年度研究部総会を目標に、とりまとめて発行の予定である。 

第４部会：3月 23日(月)に青山学院短期大学にて部会を開催した。   

第５部会：3月 30日(月)に部会を開催し、部会長を中心に、過去の部会の取り組みを再点

検した。今後改めて課題の洗い出し、整理について検討する予定である。 

第６部会：全私教協の研究大会での発表資料の検討をメール会議にて行った。 

第７部会：3 月 18 日(水)に工学院大学において、「地学実験」に関する部会を開催した。

次回は 5月中旬に「生物学実験」に関する部会を開催予定である。 

第８部会：4月 3日(金)に部会長を中心に中教審発表の答申に関する論点整理を行った。 



 

※なお第３部会より、研究報告書を編集・発行するにあたり、編集会議及び発行・発送にか

かる費用について、年度をまたいでの作業となるため、2015 年度の研究部予算の配当以前

に、あらかじめ支出が予定されている活動としての予算執行を可能とするよう申請があり、

了承された。 

 

（２） 全私教協第５回理事会（2015.3.29）の報告について 

鈴木将史事務局長より、3 月 29 日に開催された全私教協第５回理事会における審議・検

討事項について報告がなされた。 

 

（３） 2015年度全私教協研究大会・第 9分科会について 

鈴木将史事務局長より、2015 年度全私教協研究大会における関私教協企画担当の第 9 分

科会の内容について別紙に基づき報告がなされた。 

 

〔審議事項〕 

（１） 2015年度幹事校・世話人の体制について 

鈴木将史事務局長を中心に、2015 年度幹事校・世話人の体制について別紙資料をもとに

確認、検討された。 

・東京未来大学は、所澤潤先生が研究部担当に加わり、研究部第 1部会の世話人を担当す

る。 

・日本女子大学の坂田仰先生が研究部第 3部会の世話人に加わる。 

・女子美術大学の前田基成先生が研究部第 5部会の世話人に加わる。 

・事務局次長に東京未来大学の所澤潤先生が就任する。 

 

（２） 2015年度総会・研究大会への準備について 

鈴木将史事務局長を中心に、別紙資料に基づき 2015 年度定期総会・研究大会の式次第な

らびに議事内容につき確認、検討がなされた。 

・議事の第 6号議案は 2015年度新規加入大学がないため削除する。 

・2015年度予算案の「Ⅱ．支出の部」における「３．組織部経費」の「③地域協補助金」

における東京Ａ～Ｃならびに短期大学については、実質的に活動を行っていないため、予

算を計上しない。したがって、2015年度予算額は 300,000円とする。 

・会則の一部を変更し、別キャンパスの会費に関する条項を新たに設ける。 

 

（３） 会報第 77号の編集について 

栗栖広報部長より、会報第 77 号の編集について、別紙資料に基づき説明がなされた。ま

た、収録予定の 2014年度第 2回研究懇話会の内容につき、検討がなされた。 

・質問者については特定をせず、「質問者Ａ」といった表記に統一する。 



 

（４） ６月以降の幹事校会会場について 

鈴木将史事務局長を中心に、６月以降の幹事校会会場について検討された。 

・7月 10日（金）19：00～ 日本女子大学（目白キャンパス） 

 

 

・次回 2015年度第 1回関私教協幹事校会開催予定 

2015年 5月 9日（土）12：50～ ※関私教協定期総会終了後 

会場：創価大学 


